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八
月
号

発
行
所

財
団
法
人

全
日
本
仏
教
会

東
京
都
中
央
区
築
地

三
ノ
一
（
本
田
寺
内
）

電
話
蟹
紅
血

振
替
東
京
三
七
六
〇
〇

発
行
人
　
阿
部
竜
伝

編
集
者
　
伊
東
堅
純

㌃
刷
所
ル
。
三
社

デ
ン
マ
ー
ク
に
遅
し
て

1
仏
書
贈
呈
の
使
命
を
果
す
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
局
長
阿
部
別
伝

　
去
年
の
十
二
月
、
キ
リ
ス
ト
教
を
国
　
　
我
々
全
日
本
仏
教
会
で
も
、
早
速
こ

教
と
し
て
い
る
デ
ン
マ
ー
ク
の
聖
書
協
　
　
の
申
入
れ
を
議
題
に
常
務
理
事
会
を
開

会
か
ら
、
目
本
の
聖
書
協
会
理
事
長
の
　
き
、
こ
の
好
意
を
受
諾
す
る
と
共
に
、

村
田
四
郎
氏
を
通
じ
て
約
二
百
万
円
に
　
相
互
の
理
解
と
両
者
の
交
流
と
い
う
こ

相
当
す
る
バ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
で
あ
れ
ば
、
日
本
仏
教

の
発
案
に
よ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
派
遣
す
る
こ
と
に
な
つ

が
、
こ
れ
を
通
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要
望
も
あ
っ
て
全
日
本
仏

マ
ー
ク
両
国
間
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
千
五
百
冊
、
重
さ
五
ト

の
国
民
外
交
の
　
　
　
（
写
真
）
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
教
会
　
　
ソ
を
超
え
る
仏
教
図
書
の

目
的
に
も
資
し
、
民
族
を
超
え
、
宗
教
　
寄
託
を
う
け
た
。
団
員
自
体
と
し
て
も

の
区
別
を
超
え
、
国
境
を
超
え
て
互
の
　
宮
本
正
尊
博
士
の
「
仏
教
」
を
急
心
英

理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
、
世
界
の
平
和
　
訳
し
て
寄
贈
の
準
備
を
す
る
な
ど
、
こ

招
来
に
努
力
し
た
い
と
の
事
だ
っ
た
。
　
れ
は
仏
教
史
上
実
に
画
期
的
な
こ
と
で

》L》〃智〃堅ψ》〃～’〃無、〃一へへψ）》5λ》グ’㍗r〃恥 あ
り
、
又
そ
れ
だ
け
に
団
員
各
々
の
使
　
　
し
た
が
、
こ
の
時
に
は
共
に
仏
教
関
係

命
と
し
て
も
重
大
な
責
任
で
あ
る
こ
と
　
者
相
互
の
親
善
だ
け
に
、
現
地
到
る
処

の
自
覚
を
高
め
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
で
知
友
の
人
達
が
待
ち
う
け
て
く
れ
、

　
六
月
十
目
の
午
後
十
一
時
半
、
真
夜
　
　
気
持
の
上
で
も
大
変
気
軽
る
な
旅
行
だ

中
の
上
空
を
一
路
デ
ン
マ
ー
ク
に
向
っ
　
つ
た
。

て
羽
田
を
離
陸
し
た
。
　
　
　
　
　
こ
の
度
の
デ
ン
マ
ー
ク
訪
問
は
、
仏

　
同
行
三
十
名
、
実
に
大
部
隊
の
使
節
　
基
と
い
う
立
場
の
違
っ
た
相
互
交
流
だ

団
の
編
成
を
見
、
全
仏
当
局
か
ら
も
麻
　
け
に
、
お
互
に
未
知
の
関
係
で
あ
る
。

布
、
別
所
、
岩
本
の
三
氏
を
交
え
て
四
　
訪
問
す
る
方
も
、
迎
え
る
側
も
相
当
不

名
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
、
使
節
団
と
　
安
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
だ
。
翌
十
一

し
て
の
使
命
達
成
に
万
全
を
期
し
た
。
　
　
日
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
空
港
に
恥
い

　
一
昨
年
偶
々
機
会
を
得
て
仏
教
東
漸
　
　
て
、
午
後
一
時
か
ら
先
方
の
ス
た
。
ビ

㍉
ー
ー
控
一
戦
～
契
擁
一
黙
ー
ー
困

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
す
で
に
御
承
知
の
と
お
り
、
本
年
は
印
度
仏
教
再
興
の

父
と
仰
が
れ
て
い
る
、
故
ア
ナ
ガ
リ
カ
・
ダ
ル
マ
パ
ー
ラ

師
生
誕
百
周
年
に
あ
た
り
、
こ
の
生
誕
百
年
祭
が
、
印
度

を
中
心
に
セ
イ
ロ
ン
等
で
盛
大
に
展
開
さ
れ
る
。

　
特
に
印
度
大
菩
提
会
で
は
こ
れ
を
主
宰
し
、
こ
の
祭
典

を
記
念
し
て
、
カ
ル
カ
ッ
タ
に
仏
跡
当
量
者
の
た
め
の
宿

泊
施
設
兼
国
際
仏
教
文
化
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
計
画
を

た
て
て
い
る
。
同
会
の
ヴ
ァ
リ
シ
ソ
バ
事
務
総
長
は
日
本

仏
教
徒
に
こ
れ
が
協
力
を
求
め
る
た
め
、
今
春
来
日
し
各

地
で
協
力
方
の
粛
清
を
な
し
て
来
て
い
る
。

　
全
仏
と
し
て
は
機
関
決
定
を
経
て
こ
れ
が
募
金
目
標
額

（扮将ジ～グ《M～グ、

　
一
千
五
百
万
円
を
目
ざ
し
て
鋭
意
努
力
し
て
来
て
い
る
が
、
感

　
こ
れ
に
吋
す
る
協
力
方
依
頃
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
す
で
に
ψ

　
孟
宗
各
派
、
入
竺
者
等
に
配
布
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
《

　
　
何
卒
、
そ
の
一
生
を
印
度
仏
教
復
興
に
つ
と
め
た
、
ダ
ノ

　
ル
マ
パ
ー
ラ
師
生
誕
百
年
祭
の
記
念
事
業
達
成
の
た
め
、
　
～

謙
饗
翫
講
灘
胸
繍
辮
騨

　
が
一
層
ス
ム
ー
ズ
に
道
が
ひ
ら
け
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
、

、
　
　
　
　
全
日
本
仏
教
会
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会
の
一
行
と
行
を
共
に
し
、
北
米
各
仏

教
々
団
を
は
じ
め
、
欧
州
各
地
の
仏
教

関
係
の
施
設
を
訪
問
し
、
日
米
仏
教
の

交
流
親
善
に
約
ニ
ケ
月
間
各
地
を
遍
歴

ケ
ジ
ユ
ー
ル
に
従
っ
て
聖
書
協
会
の
ビ

シ
ョ
ッ
プ
達
が
、
心
を
こ
め
て
各
教
会

の
案
内
を
し
て
く
れ
た
。
丁
度
ヒ
ウ
ス

ソ
ボ
ル
ド
の
教
会
を
訪
問
し
た
時
だ
っ

シ
ョ
ッ
プ
の
一
人
が
私
に
斯
う
話
を
し

た
。
こ
の
度
、
大
国
日
本
か
ら
長
い
歴

史
と
誇
を
持
つ
大
乗
仏
教
の
高
僧
、
名

僧
の
人
々
が
来
訪
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、

空
港
で
の
初
対
面
の
気
づ
か
い
、
滞
在

　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ダ

州蝋

中
の
日
程
な
ど
両
者
の
気
持
の
触
れ
合

と
打
ち
解
け
に
何
う
す
れ
ば
好
い
か
、

相
当
頭
を
痛
め
て
来
た
が
、
空
港
で
の

初
対
面
か
ら
旧
友
の
再
会
に
も
ま
し
て

の
気
軽
な
対
面
が
出
来
て
、
迎
え
る
私

共
は
吻
つ
と
安
心
し
た
。
　
一
切
を
包
含

し
て
捨
て
な
い
と
い
う
大
乗
仏
教
の
精

神
そ
の
も
の
に
触
れ
た
よ
う
な
気
が
し

》
お
り
ま
す
。
と
の
事
だ
っ
た
。
私
は

こ
の
ビ
シ
・
ッ
プ
の
言
葉
は
真
実
を
吐

露
し
た
も
の
と
し
て
素
直
に
う
け
と
っ

た
。
国
と
国
と
の
困
難
な
問
題
や
、
民

族
間
の
思
想
の
違
い
、
そ
う
し
た
す
べ

て
の
障
壁
を
乗
り
超
え
得
る
世
界
は
、

や
は
り
宗
教
的
な
立
場
で
の
相
互
理
解

に
よ
っ
て
の
み
果
せ
る
の
で
は
無
い
か

と
思
っ
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
は
世
界
一
と

い
わ
れ
る
酪
農
の
国
家
で
あ
り
、
又
完

全
福
祉
国
家
だ
と
さ
え
伝
え
ら
れ
て
い

る
位
、
社
会
施
設
が
行
き
届
い
て
い
る （写真）コペンハーゲンの町
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セ
　
イM
・
口

ン
　
高
　
僧

パ
ン
ナ
シ

　
ア
ジ
ア
財
団
の
招
き
で
欧
州
か
ら
米

国
各
地
の
政
治
、
経
済
宗
教
事
情
を
視

察
し
て
い
た
、
セ
イ
ロ
ン
高
僧
マ
デ
ィ

エ
・
パ
ソ
ナ
シ
バ
師
と
随
員
の
オ
ル
コ

ッ
ト
グ
ナ
セ
ヶ
ー
ラ
氏
は
七
月
十
九
日

午
後
三
時
半
羽
田
着
の
P
A
A
機
で
来

日
し
た
が
、
両
名
は
そ
の
後
総
持
寺
、

鎌
倉
の
各
宗
有
名
寺
院
、
そ
れ
に
孝
道

教
団
等
を
訪
れ
種
々
歓
談
し
て
い
た

が
、
特
に
孝
道
教
団
で
は
あ
げ
て
盛
大

な
歓
迎
会
を
開
催
し
た
。

　
全
仏
で
は
七
月
二
十
二
日
午
前
十
時

よ
り
東
京
築
地
本
願
寺
に
パ
ソ
ナ
シ
バ

大
僧
正
、
グ
ナ
セ
ケ
ー
ラ
秘
書
を
招
き

歓
迎
会
を
開
催
し
、
種
々
歓
談
を
な
し

た
。
会
は
柳
部
長
の
司
会
で
は
じ
ま
り

阿
部
局
長
が
開
会
挨
拶
の
後
、
仏
旗
に

向
っ
て
三
帰
要
文
を
、
築
地
本
願
寺
教
」

務
所
長
大
内
察
鷹
師
提
唱
に
よ
り
唱
和

し
、
次
い
で
歓
迎
の
辞
を
高
階
会
長
が

の
べ
、
終
っ
て
中
山
局
長
よ
り
、
両
名

の
紹
介
が
な
さ
れ
た
。
師
は
セ
イ
ロ
ン

の
ア
マ
ラ
プ
ラ
派
管
長
で
五
十
一
才
。

同
国
の
セ
ン
ト
・
ト
ー
マ
ス
大
学
卒
業

後
ネ
パ
ー
ル
に
僧
会
堂
を
建
立
し
た
り

各
国
の
W
F
B
大
会
に
セ
イ
ロ
ン
代
表

と
し
て
出
席
し
た
り
、
或
は
各
種
仏
教

書
物
を
著
述
し
た
り
多
般
に
亘
っ
て
活

躍
し
て
い
る
比
丘
で
あ
る
。

　
パ
ソ
ナ
シ
バ
大
僧
正
は
「
現
在
セ
イ

ロ
ン
の
マ
ハ
ラ
ガ
マ
に
、
サ
サ
ナ
セ
ヴ

ァ
カ
協
会
と
い
う
仏
教
団
体
を
結
成
し

比
丘
修
練
道
場
の
建
設
、
仏
法
の
宣

揚
、
在
家
信
者
の
育
成
と
仏
法
を
基
盤

と
し
た
経
済
社
会
計
画
を
通
じ
て
セ
イ

ロ
ン
を
仏
法
の
国
と
す
る
な
ど
の
目
的

ハ
大
僧
正
歓
迎
会

両
国
の
親
善
を
強
調

で
着
々
と
運
動
を
し
て
い
る
。
一
九
五

七
年
七
月
に
こ
の
協
会
が
出
来
た
ば

か
り
で
、
翌
年
に
比
丘
育
成
に
の
り
出

し
、
現
在
十
九
名
の
比
丘
を
擁
し
て
い

に
す
ぎ
な
い
が
、
今
後
一
層
盛
ん
に
し

て
ゆ
き
た
い
と
挨
拶
、
次
い
で
ア
ジ
ア

財
団
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
氏
、
金
岡
秀
友
師

ア
ム
リ
タ
ナ
ン
ダ
長
老
、
岩
本
勝
俊

鍮

（写真）量器で滅するパ大僧正と

師
、
阪
東
性
純
師
の
順
で
テ
ー
ブ
ル
ス

ピ
ー
チ
が
あ
り
、
和
気
あ
い
あ
い
の
中

に
、
午
後
十
二
時
三
十
分
に
伊
東
部
長

の
閉
会
の
辞
で
散
会
し
た
。

　
当
日
は
、
M
・
パ
ソ
ナ
シ
バ
師
、
ア

ム
リ
タ
ナ
ン
ダ
師
、
0
・
グ
ナ
セ
ケ
ー

ラ
氏
、
高
階
会
長
、
有
村
満
雄
、
小
谷

徳
水
、
金
岡
秀
友
、
岡
野
正
道
夫
妻
、

阪
東
暖
酒
、
小
笠
原
隆
元
、
別
所
竜
城

岩
本
勝
俊
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
、
大
内
察

爾
の
各
師
、
阿
部
局
長
、
中
山
局
長
、

伊
東
、
柳
部
長
、
鎌
田
主
事
。

が
、
そ
の
施
設
の
主
な
も
の
は
聖
書
協

会
の
経
営
と
運
営
に
な
る
も
の
が
多

い
。
そ
の
点
で
は
日
本
の
そ
れ
と
は
趣

を
異
に
し
て
い
る
。
街
の
奇
麗
な
こ
と

も
お
ど
ろ
く
程
だ
。
往
来
に
し
て
も
、

公
園
そ
の
他
の
公
共
施
設
に
し
て
も
、

真
当
に
塵
紙
一
枚
散
ら
か
っ
て
い
な
い

こ
と
な
ど
、
完
壁
な
国
民
道
徳
の
自
覚

か
ら
だ
と
は
思
う
が
、
斯
う
し
た
自
覚

の
基
盤
を
な
す
も
の
は
、
や
は
り
キ
リ

ス
ト
教
精
神
の
溺
養
か
ら
生
れ
て
来
て

い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
公
園
な
ど
に

咲
き
ほ
こ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
花
、
そ
の

花
び
ら
一
枚
す
ら
む
し
り
取
ら
れ
て
い

な
い
の
に
気
が
つ
く
。
こ
れ
は
単
に
花

を
愛
す
る
と
い
う
本
能
的
な
人
間
感
情

か
ら
だ
け
で
な
く
、
公
共
物
に
対
す
る

道
義
の
問
題
に
あ
る
と
い
っ
て
好
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
十
四
日
の
朝
、
郊
外
の
観
光
に
出
か

け
た
。
診
る
小
さ
な
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で

中
食
を
と
っ
た
。
そ
の
時
若
い
男
女
の

一
団
約
百
名
ば
か
り
、
隣
の
食
堂
に
先

着
し
て
い
た
。
私
共
が
食
事
を
と
り
は

じ
め
る
頃
、
こ
の
若
い
一
団
が
一
斉
に

讃
美
歌
を
合
唱
し
は
じ
め
た
。
ス
プ
ー

ン
を
執
る
前
の
感
謝
の
祈
で
あ
る
。
私

は
恥
し
い
と
思
っ
た
。
食
事
の
前
に
型

に
は
ま
っ
た
食
作
法
な
ど
は
別
と
し

て
、
せ
め
て
合
掌
だ
け
で
も
と
こ
れ
は

仏
教
徒
に
と
っ
て
大
事
な
作
法
の
一
つ

で
あ
る
。
そ
れ
す
ら
も
中
々
行
わ
れ
て

い
な
い
。

　
宗
教
的
情
操
教
育
を
ぬ
き
に
し
て
果

し
て
人
づ
く
り
や
人
間
形
成
の
問
題
が

解
決
つ
く
だ
ろ
う
か
、
今
日
の
若
い
人

達
が
、
唯
物
的
現
象
の
み
を
追
っ
て
精

神
面
を
忘
れ
、
時
に
無
軌
道
生
活
の
連

鎖
で
あ
る
と
酷
評
す
る
者
も
あ
る
が
、

そ
の
遠
因
は
明
治
初
年
に
お
け
る
排
仏

殿
釈
と
い
う
政
治
的
弾
圧
に
よ
っ
て
精

神
的
な
面
を
没
却
さ
せ
た
鍍
行
的
な
物

質
教
育
の
偏
重
に
よ
る
遺
産
で
あ
る
と

言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
近
来
、
科
学
文
明
と
機
械
文
明
の
急
「

速
な
発
達
と
共
に
、
何
れ
の
国
に
於
て

も
宗
教
に
対
す
る
関
心
が
う
す
ら
ぎ
つ

つ
あ
る
と
い
う
声
を
耳
に
す
る
が
、
然

し
、
欧
米
各
地
を
回
っ
て
見
て
、
キ
リ

ス
ト
教
の
精
神
が
一
つ
の
社
会
性
と
な

っ
て
生
き
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き

る
。
我
々
仏
教
徒
自
身
も
反
省
と
決
意

を
新
た
に
す
べ
き
責
任
が
あ
る
と
思

う
。
　
本
使
節
団
の
使
命
で
あ
っ
た
仏
書
贈

呈
式
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
の
最
終
日
、

六
月
十
五
日
の
午
前
十
時
か
ら
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
大
学
で
行
わ
れ
た
。

　
カ
ル
ル
・
イ
フ
エ
ル
セ
ソ
大
学
総
．
長

は
じ
め
、
東
ア
ジ
ア
研
究
科
教
授
の
セ

エ
レ
ン
・
イ
ゲ
ロ
博
士
、
そ
の
他
大
学

関
係
者
多
数
の
立
会
の
下
で
、
立
大
総

長
保
坂
玉
泉
団
長
か
ら
大
蔵
経
は
じ

め
、
寄
託
を
う
け
た
一
千
余
に
及
ぶ
仏

教
図
書
を
贈
呈
し
た
。

　
官
疋
に
感
激
に
満
ち
た
一
瞬
だ
っ
た
。

日
本
の
大
蔵
経
興
外
、
万
里
の
大
空
を

超
え
て
北
欧
の
地
に
根
を
降
ろ
し
た
。

日
本
仏
教
史
上
正
に
、
画
期
的
な
快
挙

と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
又
同
時
に
両
教

史
上
永
遠
に
刻
ま
れ
て
忘
れ
得
な
い
記

憶
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
贈
呈
を
う
け
た
後
、
力
総
長
は
次
の

よ
う
に
挨
拶
し
た
。
こ
の
た
び
仏
書
の

寄
贈
を
う
け
る
こ
と
は
、
最
初
デ
ン
マ

ー
ク
の
聖
書
協
会
が
、
日
本
仏
教
の
皆

様
に
バ
イ
ブ
ル
を
贈
呈
し
た
こ
と
が
キ

ッ
カ
ケ
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
図

ら
ず
も
仏
教
の
真
髄
と
も
い
う
べ
き
大

蔵
経
以
下
貴
重
な
仏
教
図
書
の
数
々
を

う
け
る
結
果
に
な
り
ま
し
た
こ
と
ほ
真

当
に
夢
の
よ
う
な
思
い
が
い
た
し
ま
す

幸
に
し
て
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
に
は

文
学
部
の
中
に
仏
教
に
関
す
る
勝
れ
た

数
人
の
専
門
の
学
者
も
お
り
、
仏
教
発

達
史
の
書
物
や
、
仏
陀
の
人
格
に
つ
い

て
の
研
究
も
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
後
は
西
洋
に
於
け
る
仏
教
の
理

解
と
研
究
を
す
す
め
る
上
で
の
重
要
な

資
料
と
な
る
も
の
と
信
じ
ま
す
云
云
。

　
そ
し
て
贈
呈
式
の
あ
と
、
駒
大
の
藤

田
学
監
は
同
行
の
前
田
博
士
、
日
本
聖

書
協
会
総
主
事
の
都
田
同
等
と
共
に
同

大
学
の
東
ア
ジ
ア
研
究
教
室
の
教
授
イ

ゲ
ロ
博
士
と
会
談
し
、
日
本
と
デ
ン
マ

ー
ク
の
学
者
や
研
究
生
な
ど
の
相
互
交

流
に
つ
い
て
の
原
則
的
な
了
解
を
遂

げ
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
デ
ン
マ
ー
ク

の
教
育
省
も
そ
の
実
現
に
積
極
的
な
推

進
と
協
力
す
る
と
の
約
束
が
出
来
た
。

仏
書
贈
呈
を
契
機
と
し
て
大
き
な
成
果

を
収
め
る
こ
と
が
出
来
た
事
は
両
教
会

の
た
め
に
も
両
国
間
の
文
化
交
流
の
上

に
も
大
き
な
業
績
を
残
し
た
も
の
と
慶

び
に
堪
え
な
い
。

　
因
に
こ
の
画
期
的
な
親
善
友
交
を
深

め
得
た
こ
と
は
偏
に
中
外
日
報
社
の
絶

大
な
る
力
添
え
に
依
る
も
の
で
こ
の
点

厚
く
御
礼
を
述
べ
て
謝
意
を
表
し
た

い
。

　
　
づ
ミ
ロ
ぎ
ニ
ち
ロ
ぐ
ま
ニ
ご
ど
の
　
ニ
　
ご
も
　
ニ
ロ
の
も
げ
も
ノ
ゆ
ロ
ご
ロ
ノ
も
ぽ
サ
よ

　
高
階
会
長
ら

　
　
　
　
　
新
潟
へ
慰
問
放
送

　
新
潟
地
震
は
予
想
外
の
被
害
を
う
ん

だ
が
、
災
害
地
で
は
早
く
も
復
旧
の
つ

ち
音
が
高
ら
か
に
ひ
び
い
て
い
る
。

　
新
潟
県
仏
教
会
（
安
藤
寿
雄
会
長
）

で
は
、
災
害
地
向
け
の
放
送
を
企
画
し

過
日
野
仏
を
訪
れ
種
々
協
議
し
た
結

果
、
次
の
日
程
で
、
新
潟
放
送
か
ら
全

日
会
長
高
階
瀧
仙
禅
師
、
山
本
杉
常
務

理
事
椎
尾
弁
匡
顧
問
ら
が
夫
々
十
五
分

間
に
亘
っ
て
新
潟
方
面
の
仏
教
徒
に
慰

問
の
放
送
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
八
丹
九
目
　
高
階
朧
瓦
全
仏
会
長

　
同
十
六
日
　
椎
尾
弁
匡
同
顧
問

　
同
廿
三
日
　
山
本
杉
生
常
務
理
事

一　　紳

　P励
γ　　一
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極
圏
月
二
十
九
日
か
ら
五
日
間

第
七
回
世
界
仏
教
徒
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
印
度
サ
ー
ル
ナ
ー
ト
で
開
催
に
決
定
す

　
今
秋
イ
ン
ド
で
開
催
が
予
定
さ
れ
て

い
る
第
七
回
世
界
仏
教
徒
会
議
に
関
し

て
、
先
般
W
F
B
本
部
（
タ
イ
国
バ
ン

コ
ッ
ク
市
）
よ
り
次
の
よ
う
な
書
信
が

全
盲
へ
送
ら
れ
て
来
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
①
第
七
回
世
界
仏
教
徒
会
議
は
、
来

る
十
一
月
廿
九
日
か
ら
十
二
月
四
日
に

か
け
て
、
サ
ー
ル
ナ
ー
ト
に
お
い
て
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。
②
W
F

繰
鷺
箏
袈
茄
盟
勉
空

の
運
宮
負
金
は
、
目
下
前
W
F
B
会
長
・

マ
ラ
ラ
セ
ー
ケ
ー
ラ
博
士
や
、
イ
ン
ド

の
著
名
な
在
家
信
徒
に
よ
っ
て
考
慮
さ

れ
て
い
る
。
④
ま
た
イ
ン
ド
政
府
、
特

に
文
部
大
臣
や
、
イ
ン
ド
文
化
協
会
等

も
同
様
考
慮
し
て
い
る
。
⑤
イ
ン
ド
大

菩
提
会
の
D
・
ヴ
ア
リ
シ
ン
ハ
事
務
総

長
は
こ
の
大
会
開
催
に
対
し
、
非
常
な

努
力
を
傾
書
し
て
い
る
。
⑥
イ
ン
ド
入

国
査
証
の
た
め
印
度
政
府
へ
我
々
が
提

出
す
る
参
加
者
一
覧
表
に
、
貴
・
万
の
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
旧
名
以
内
、
正
式
代
表
一

名
乃
至
二
名
を
便
宜
上
知
ら
せ
て
も
ら

え
ば
非
常
に
適
宜
と
思
わ
れ
る
。
⑦
大

会
に
提
出
さ
れ
る
貴
団
体
の
議
案
及
び

開
会
式
に
朗
読
す
る
挨
拶
文
は
御
送
り

下
さ
い
。
以
上

　
な
お
全
仏
で
は
近
々
局
議
、
国
際
委

員
会
等
を
開
催
し
て
具
体
策
を
ね
る
一

方
、
印
度
大
菩
提
会
を
通
じ
て
、
第
七

回
大
会
実
行
委
員
会
側
と
接
関
す
る
予

定
で
あ
る
。

　
全
等
の
旅
行
日
程
（
予
定
）
は
前
号

と
は
大
分
変
わ
り
、
大
体
次
の
よ
う
に

な
る
模
様
で
あ
る
。

　
　
旅
程
表
（
予
定
）

十
一
月
十
二
目
（
木
）
東
京
発
A
I

　
　
…
機
で
バ
ン
コ
ッ
ク
へ
。
泊
。

同
十
三
日
（
金
）
バ
ン
コ
ッ
ク

　
　
発
の
U
B
機
で
ラ
ン
グ
ー
ン

　
　
へ
。
同
所
泊
。

同
十
四
日
（
土
）
．
ラ
ン
グ
ー
ン

　
　
発
で
カ
・
ル
カ
ッ
タ
へ
。
同
所

　
　
泊
。

同
十
五
日
（
日
）
カ
ル
カ
ッ
タ

　
　
に
滞
在
。

同
　

十
六
日
（
月
）
カ
ル
カ
ッ
タ

　
発
I
C
機
で
マ
ド
ラ
ス
へ
。

同
十
七
日
（
火
）
マ
ド
ラ
ス
発

　
I
C
機
で
コ
ロ
ン
ボ
へ
。
泊
。

同
十
八
日
（
水
）
コ
ロ
ン
ボ
発

　
　
で
ボ
ン
ベ
イ
へ
。
泊
。

同
　
　
十
九
日
（
木
）
ボ
ン
ベ
イ
滞

　
在
。

同
二
十
日
（
金
）
ボ
ン
ベ
イ
発

　
で
オ
ー
ラ
ソ
ガ
バ
ッ
ト
へ
。
ア

　
ジ
ヤ
ソ
タ
視
察
。

同
二
十
一
日
（
土
）
オ
ー
ラ
ン
ガ

　
バ
ッ
ト
発
I
C
機
で
ボ
ン
ベ
イ

　
　
へ
。
同
所
泊
。

同
二
十
二
日
（
日
）
ボ
ン
ベ
イ
発

　
I
C
機
で
デ
リ
ー
へ
。
泊
。

同
二
十
四
日
（
火
）
デ
リ
ー
発
I

　
C
機
で
ア
グ
ラ
へ
。
泊
。

同
二
十
五
日
半
水
）
ア
グ
ラ
発
I

　
C
機
で
ラ
ク
ノ
ー
へ
。
ラ
ク
ノ

　
一
発
ゴ
ン
ダ
経
由
で
バ
ル
ラ
ソ

　
プ
ー
ル
へ
。

同
二
十
六
日
（
木
）
バ
ル
ラ
ソ
プ

　
ー
ル
発
列
車
で
ゴ
ラ
ク
プ
ー
ル

　
へ
。
祇
園
精
舎
参
拝
。

　
　
同
二
十
七
目
（
金
）
ゴ
ラ
ク
プ
ー

　
　
　
　
ル
発
バ
ス
で
ル
ソ
ビ
ニ
ー
園
へ

　
　
　
同
所
よ
り
ゴ
ラ
ク
プ
ー
ル
へ
帰

　
　
　
る
。

　
　
同
二
十
八
日
（
士
）
ゴ
ラ
ク
プ
ー

　
　
　
ル
発
バ
ス
に
て
ク
シ
ナ
ガ
ラ
入

　
　
　
滅
の
地
へ
。
同
所
よ
り
ゴ
ラ
ク

　
　
　
プ
ー
ル
へ
帰
る
。
ゴ
ラ
ク
プ
ー

　
　
　
ル
発
列
車
で
ベ
ナ
レ
ス
へ
。

　
　
同
二
十
九
目
（
日
）
第
七
回
世
界

　
　
　
会
議
に
出
席
の
予
定
。

　
十
二
月
二
こ
口
水
）

　
同
　
　
三
日
目
木
）
ベ
ナ
レ
ス
発
I

　
　
　
C
機
に
て
バ
ト
ナ
へ
。
同
所
よ

　
　
　
り
バ
ス
に
て
ブ
ダ
ガ
や
開
悟
の

　
　
　
地
へ
。

　
同
四
日
目
金
）
ブ
ダ
ガ
や
発
バ

　
　
　
ス
で
ラ
ジ
ギ
ー
ル
へ
。
霊
鷲
山

　
　
　
王
舎
城
参
拝
。

　
同
五
日
目
土
）
ラ
ジ
ギ
ー
ル
発

　
　
　
の
バ
ス
に
て
ナ
ー
ラ
ン
ダ
大
学

　
　
　
跡
へ
。
同
所
よ
り
バ
ト
ナ
へ
、

　
　
　
同
所
泊
。

　
同
六
日
（
日
）
バ
ト
ナ
発
I
C

　
　
　
機
に
て
カ
ル
カ
ッ
タ
へ
。
同
所

　
　
　
泊
。

　
同
七
日
（
月
）
カ
ル
カ
ッ
タ
発

　
　
　
　
S
R
機
で
香
港
へ
。
泊
。

　
同
　
　
八
日
（
火
）
終
日
香
港
観
光

　
同
　
　
九
日
（
水
）
香
港
発
C
X
機

　
　
　
に
て
台
北
へ
。
同
所
泊
。

　
同
　
　
十
日
（
木
）
台
北
発
の
T
G

　
　
　
機
に
て
東
京
着
。
空
港
で
解
散

　
な
お
総
費
用
は
五
十
五
、
六
万
で
あ

る
が
、
大
会
参
加
の
正
式
代
表
の
印
度

滞
在
が
無
料
に
な
る
ケ
ー
ス
も
考
え
ら

れ
る
の
で
、
幾
分
予
定
し
た
経
費
を
下

ま
わ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
正

確
な
日
程
や
経
費
も
印
度
当
局
よ
り
の

回
答
が
あ
り
次
第
明
示
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　
　
ア
ツ
ツ
島
慰
霊
団
帰
る

　
　
　
　
橋
本
師
ら
全
仏
へ
挨
拶

　
　
ア
ッ
ツ
島
に
散
っ
た
二
千
六
百
名
の

旧
日
本
軍
将
兵
の
遺
品
収
集
と
慰
霊
の

た
め
去
る
七
月
二
十
一
日
夜
空
路
羽
田

を
出
発
し
た
橋
本
凝
胤
名
誉
団
長
以
下

十
七
名
の
代
表
は
、
か
つ
て
の
激
戦
の

地
に
夫
や
兄
弟
、
子
供
の
面
影
を
し
の

び
つ
つ
、
ハ
ダ
を
さ
す
寒
さ
の
中
で

　
「
現
地
慰
霊
祭
」
を
行
い
全
員
無
事
に

二
十
七
目
夜
帰
日
し
た
。

　
　
一
行
の
中
、
橋
本
名
誉
団
長
、
遺
族

代
表
石
井
律
子
氏
、
市
川
義
成
氏
（
日

本
仏
教
文
化
協
会
）
ら
は
、
翌
二
十
八

日
午
前
十
一
時
に
東
京
築
地
の
全
仏
を

訪
れ
、
種
々
帰
国
の
挨
拶
を
な
し
た
。

　
夫
を
亡
く
し
た
石
井
さ
ん
は
、
　
「
念

願
か
な
っ
て
夫
の
も
と
に
行
か
せ
て
頂

き
、
今
は
た
だ
夫
の
冥
福
を
祈
る
だ
け

で
す
。
島
は
大
き
な
木
は
見
当
ら
ず
、

い
ろ
い
ろ
な
草
花
に
ま
じ
つ
，
て
、
猫
柳

や
ア
ッ
ツ
桜
と
称
し
て
兵
士
に
珍
重
さ

れ
て
い
た
花
が
ツ
ン
ド
ラ
地
帯
に
咲

き
み
だ
れ
、
と
て
も
美
し
い
も
の
で
し

た
。
　
た
だ
気
候
は
寒
く
、
零
度
位
の
日
が

つ
づ
き
ま
し
た
が
、
幸
い
霧
は
か
か
ら

ず
、
い
つ
も
夫
の
霊
に
見
守
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
し
た
。
」
と
語
っ
て
い
た
が

橋
本
師
は
、
　
「
ま
だ
ま
だ
遺
品
は
各
所

に
う
ず
も
れ
た
ま
ま
で
、
一
日
も
早
く

そ
れ
ら
を
一
ケ
所
に
蒐
集
し
て
、
日
米

両
政
府
の
協
力
で
慰
霊
塔
を
．
建
立
し
た

い
と
念
願
し
て
い
る
。
私
共
の
宿
舎
は

米
軍
の
カ
マ
ボ
コ
型
兵
舎
で
し
た
か
ら

相
当
の
寒
さ
で
寝
ら
れ
な
い
ほ
ど
で
し

た
が
、
亡
く
な
っ
た
多
数
の
将
兵
の
気

持
を
思
う
と
、
こ
ん
な
寒
さ
な
ぞ
全
た

く
気
に
な
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
と
黙
々

と
し
て
島
の
各
所
を
め
ぐ
っ
た
も
の
で

す
。

　
今
は
た
だ
恒
久
的
な
慰
霊
地
と
し
て

慰
霊
塔
が
建
立
さ
れ
ん
こ
と
を
祈
る
だ

け
で
す
し
と
。

　
な
お
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
七
月
二
十

　
一
日
四
時
か
ら
九
段
会
館
に
於
い
て
日

本
仏
教
文
化
協
会
主
催
に
よ
る
壮
行
会

が
開
か
れ
関
係
者
約
百
選
が
参
集
し
た

　
ア
ッ
ツ
島
に
於
け
る
墓
参
は
初
の
慰

霊
で
あ
り
、
約
二
千
六
百
柱
の
英
霊
に

対
し
今
回
橋
本
凝
胤
名
誉
団
長
以
下
遺

族
十
七
名
の
団
員
が
二
十
二
日
～
二
十

六
目
迄
彼
地
に
於
い
て
日
米
合
同
慰
霊

祭
が
行
わ
れ
る
。

　
こ
の
日
は
全
仏
か
ら
岩
野
文
化
局
長

が
出
席
し
、
全
仏
と
し
て
記
念
品
を
贈

呈
し
次
い
で
同
局
長
が
「
祖
国
の
た

め
、
民
族
を
想
っ
て
花
と
散
っ
た
英
霊

に
対
し
、
こ
の
意
義
あ
る
企
て
が
更
に

全
国
民
の
運
動
と
な
る
こ
と
を
祈
る
」

と
述
べ
、
団
長
の
植
木
光
教
氏
が
今
日

の
運
び
に
な
っ
た
こ
と
は
誠
に
喜
び
に

た
え
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
歩
け
る
だ
け

歩
い
て
遺
骨
を
収
集
し
て
慰
霊
を
行
い

た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
、
次
い
で
遺
族

代
表
謝
辞
、
衆
議
院
．
議
員
の
本
田
氏
、

参
議
院
議
員
の
山
本
杉
女
史
等
が
挨
拶

を
さ
れ
、
五
時
に
全
員
国
歌
を
斉
唱
し

て
閉
会
し
た
。

　
一
行
は
七
月
二
十
一
日
午
後
九
時
五

十
分
羽
田
空
港
発
の
N
W
…
機
で
出
発

し
、
同
目
午
後
六
時
五
分
．
（
時
差
の
た

め
）
に
ア
ッ
ツ
島
に
到
着
。
同
月
二
十

二
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
同
気
で
慰
霊

祭
、
同
月
二
十
五
日
午
前
八
時
ア
ッ
ツ

島
を
出
発
し
て
、
午
後
四
時
ア
ソ
カ
レ

ー
ジ
に
到
着
し
、
同
所
で
日
米
合
同
慰

霊
祭
場
準
備
に
と
り
か
か
り
、
翌
二
十

六
日
午
前
十
時
か
ら
開
か
れ
る
「
日
米

合
同
慰
霊
祭
」
に
出
席
し
、
同
日
午
後

．
七
時
四
十
分
ア
ン
カ
レ
1
ジ
発
N
W
機

で
帰
路
に
向
い
、
二
十
七
日
午
後
九
時

五
五
分
羽
田
に
帰
着
。
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ミ
ξ
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ζ
ξ
・
・
冒
・
・
3
ξ
・
・
匂
も
ξ
ξ
・
ξ
8
ξ
．
ξ
・
。
こ
・
3
ノ
・

｛
　
こ
れ
は
都
政
新
聞
の
六
月
十
八
日
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
」
と
い
っ
て
一
枚
の
券
を
く
れ

帥
け
の
投
書
で
あ
る
が
、
全
景
組
織
専
門
た
。
券
に
は
、
場
所
「
調
布
公
民
館
」

W
委
員
の
関
岡
賢
一
氏
よ
り
特
に
全
品
通
と
「
日
時
」
が
記
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

着
信
に
転
載
し
て
ほ
し
い
要
請
が
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
も
印
刷
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
主
催

岬
の
で
こ
こ
に
そ
の
ま
ま
掲
載
し
、
読
者
者
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
と
は
、
再
び

岬
の
参
考
に
供
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
疑
問
を
抱
い
た
の
だ
が
…
。

…
投
書
　
は
電
設
ビ
轄
撹
髪
舖
翻

岬
テ
ソ
に
か
け
る
こ
と
だ
そ
う
だ
が
・
そ
　
こ
の
日
は
、
折

｝
れ
が
公
然
と
行
な
わ
れ
文
字
通
り
そ
れ
か
ら
1
1
つ
ゆ
－
－
入

脇
に
引
っ
か
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
　
　
り
と
あ
っ
て
、
こ
　
／

蓬
大
学
生
が
共
催
す
る
し
と
い
兇
映
端
銭
舗
甥
が
い

鷺
擁
縫
簸
斌
輝
泌
繍
れ
勲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
券
は
持
っ
て
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有

卵
つ
た
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
か
」
と
四
十

晒　

ｻ
の
う
え
入
場
は
無
料
と
の
こ
と
だ

幅
か
ら
何
も
い
う
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
代
の
婦
人
、
若
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ち
が
口
々
に
呼

W
「
集
会
に
は
、
何
か
政
治
的
目
的
が
隠

岬
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
不
安
び
か
け
て
い
る
。
　
「
持
っ
て
ま
す
よ
」

馳
を
お
ぼ
え
・
念
を
押
し
た
が
・
そ
の
男
と
券
を
明
示
す
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
た
ん
に
笑
顔

鞍
懸
離
難
糧
～
燃
欝
懸
　

晒
に
「
こ
の
整
理
券
が
な
い
と
入
場
で
き
す
」
の
声
が
一
段
と
大
き
く
な
る
。

　
映
画
が
始
ま
っ
た
。
つ
い
に
私
の
不

安
と
疑
問
が
現
実
と
な
っ
た
。
ま
ぎ
れ

も
な
く
創
価
学
会
の
主
催
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
さ
き
に
完
成
し
た
「
創

価
学
会
の
大
石
寺
」
落
成
式
の
も
よ
う

を
収
め
た
宣
伝
映
画
で
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
フ
ィ
ル
ム
に
は
こ
れ
に
出

席
し
て
と
か
く
批
判
を
か
っ
て
い
た
東

都
知
事
も
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
池
田
大
作
学

会
会
長
の
説
明
に
耳
を
傾
け
て
い
る
一

か
し
と
聞
く
と
「
心
配
し
な
い
で
よ

い
、
車
で
送
る
」
と
い
う
の
で
、
成
り

行
き
に
ま
か
せ
た
。
約
十
分
後
車
が
止

ま
っ
た
の
で
車
か
ら
出
る
と
、
さ
あ
家

へ
入
り
な
さ
い
、
ご
く
ろ
う
…
」
同
じ

言
葉
が
浴
び
せ
ら
れ
た
。

　
　
闇
室
に
軟
禁

　
案
の
定
約
十
畳
ぐ
ら
い
の
広
間
で
早

く
も
〃
く
ど
き
”
が
始
ま
っ
て
い
た
。
｝

拾
わ
れ
て
き
た
青
年
六
人
ほ
ど
が
そ
の
晒

一
室
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
。
一
人
に
会
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

な
ど
文
字
通
り
老
若
男
女
約
一
千
名
が

集
ま
っ
て
い
た
が
、
そ
の
人
達
は
だ
ま

さ
れ
て
来
た
人
、
狂
信
し
た
人
、
入
り

交
っ
て
お
り
、
そ
の
姿
に
腹
を
す
え
か

ね
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
を
学
会
幹
部

も
知
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
（
調
布
市
・
一
住
民
）

　
　
都
政
新
聞
六
月
十
八
日
号
よ
り
転
載
画

ゾ
嫡
．
・
．
曹
ε
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．
・
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3
．
．
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．
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．
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3
．
ζ
．
ε
．
：
．
・
・
．
．
3
膨
ξ
蜀
2
5
．
3
7
．
二
塵
言
．
p

　
　
世
界
宗
平
大
会
出
席
の

　
　
　
中
国
佛
教
代
表
歓
迎
会
　
　
．

離
離
麟
蒲
難
講
囎
難
蕪
鞍
懸
難
難
悪
弊

鷲
映
画
は
こ
の
三
本
で
終
了
臥
購
鰐
漁
難
ゲ
暫
獄
の
の
絵
各
関
西
各
地
各
の
名
刹
寺
院
を
巡
り
八

二
も
収
め
ら
れ
て
淫
同
日
の
創
異
六
人
に
ぐ
る
り
と
囲
ま
れ
て
5
七
縢
二
相
諜
綴
韓
肺
取
留

し
、
期
待
し
て
い
た
〃
キ
ュ
1
ポ
ラ
”

の
映
画
は
上
映
さ
れ
な
か
っ
た
。
あ
と

は
、
学
会
幹
部
の
－
ー
ア
ジ
演
説
”
が
行

な
わ
れ
、
八
時
ご
ろ
散
会
し
た
。
叔
母

と
子
供
は
カ
ソ
カ
ソ
と
な
っ
て
途
中
で

帰
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
散
会
し
た
あ
と
が
大
変

な
騒
ぎ
で
な
る
。
出
口
を
一
個
所
に
絞

り
帰
り
を
急
ぐ
人
た
ち
を
片
っ
端
か
ら

「
ち
ょ
っ
と
感
想
を
聞
か
せ
て
く
れ
な

い
か
、
そ
ん
な
に
時
間
は
と
ら
せ
な

い
」
と
ピ
タ
リ
と
く
っ
つ
い
て
離
れ
な

い
。
　
「
車
を
待
機
さ
せ
て
い
る
か
ら
そ

の
中
で
…
」
と
有
無
を
い
わ
せ
ず
つ
め

込
む
。
乗
っ
て
し
ま
っ
た
ら
最
後
、
ト
イ

レ
に
行
く
に
も
後
を
つ
い
て
く
る
始
末

　
車
は
ど
こ
へ
行
く
と
も
告
げ
ず
、
ス

タ
ー
ト
。
「
ど
こ
へ
連
れ
て
行
く
の

雪
融
欝
欝
　
聴
講
蜘
難
轡
欝

歴
麟
硬
送
ろ
う
し
と
も
い
わ
な
　
県
仏
役
員
及
び
住
所
変
更

　
こ
う
し
て
、
学
会
か
ら
の
難
は
辛
く
脚
◎
和
歌
山
県
仏
教
会

も
逃
れ
た
が
、
こ
う
し
た
約
束
も
守
ら
｝
　
　
　
和
歌
山
市
寺
町
窓
誉
寺
中

ず
大
衆
を
ペ
テ
ン
に
か
け
た
学
会
の
会
鞠
◎
岩
手
県
仏
教
会
連
盟

員
を
増
や
そ
う
と
す
る
手
口
に
は
た
だ
岬
　
　
　
盛
岡
市
上
太
田
大
松
二
二

あ
き
れ
る
ば
か
り
で
余
り
に
も
卑
劣
な
ψ
　
　
　
会
　
　
長
　
松
　
尾
　
正

方
法
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
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